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”社会福祉助成”を受けて多様な研修を 

実施することができました！ 

今年度は日本社会福祉弘済会様からの 
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 みちしるべ神戸では、主に知的障害

のある方の就労支援を行っていますが、

支援の中でご本人やご家族から、様々

なご相談をお受けすることがあります。

その内容は、就労の場面の相談から、

親亡き後の住まいや収入の確保、財産

管理などの生活面の相談まで多岐に

渡っており、当事者の方々が多様な不

安や悩みを抱えていることを実感して

います。 

 また、権利擁護の観点等から相談場 

面における対人援助技術の向上も必須

となっています。 

 そこで平成２７年度は、多様化する

利用者やご家族の皆様からのニーズに

法人として広く深く応えられるよう、

職員の専門性と資質の向上を図ること

と、利用者とご家族の皆様の安心に繋

がることを目的に実践的な研修を実施

することとなりました。 

 このレポートでは１年間の研修内容

を紹介しています。ぜひご覧ください。 

 

『知的障害のある方とご家族のために～支援力アップ研修～』 

＜実施した研修メニュー＞ 

① 「グループホームのこと、もっと知ろうよ！」 

② 「市民後見人って、何だろう？」 

③ 「知的障害者と障害年金」 

④ 「発達障害者が就労で直面すること」 

⑤ 「障害者虐待防止研修」 

⑥ 「知っておきたい労働法」 

⑦ 「職員のスキルアップ研修」 



 それぞれ立場の違う3名をお招きし、様々な視点

でお話し頂きました。武田様からは、グループホー

ムを設立するまで・設立後に生じた問題点・良かっ

たことなど、岩田様からは、事例をもとにグループ

ホームでの楽しさを、田中様からは、神戸市のグル 

ープホームの現状などを詳しくお話し頂きました。 

 事前に皆さんからの質問を集約していたこともあ

り、参加者の皆さんが知りたい話を中心に白熱した

パネルディスカッションが出来ました。中でも「グ

ループホームを利用するには若い方がいい」という

お話に皆さん、関心を持たれていました。 

（ＮＰＯ法人チャレンジひがしなだ理事長） 

 今回のセミナーでは、成年後見制度の中でも特に

「市民後見人」についてスポットを当て、事例や現

状、また市民が後見人の役割を担うことの意味、さ

らには知的障害者の家族が主体的に子どものために

何ができるのかなど、幅広くお話しして頂きました。 

 参加者の多くは知的障害者の子どもを持つ親御さ

んで子どもの将来を考えるにあたり参考にしたいと

いう思いから参加された方が数多くいらっしゃいま

した。「市民後見人がいることを知り、安心した」

「市民後見人についての基礎知識がついたので、参

加してよかった」等といった感想を多数頂きました。 

 １００人近い方にご参加いただき、昨年に続き、

障害年金への関心の高さを改めて感じることができ

ました。兵庫県は障害基礎年金の支給認定が全国で

もかなり厳しい方だと言われており、不安に感じる

方が多いことも関心を集めた理由ではないかと思い

ます。 

 セミナーの中では、支給認定の都道府県格差の具

体的な数字や、厚生労働省が新たな支給認定ガイド

ラインを作る話などに触れ、参加者からは、格差へ

の驚きの声や、今後も最新の情報を知る機会が欲し

いなどの声をいただきました。 

障害年金シリーズ第２弾 

～具体的な事例検討と、障害年金の地域格差問題について～ 

・武田 陽子氏 

・岩田 裕子氏 

（ちゅうおう障害者地域生活支援センター所長） 

・田中 知恵子氏 

（グループホーム『わっはの家』世話人） 

＜パネリスト（左から）＞ 

（ＮＰＯ法人市民後見ひょうご理事長） 

神田 典治氏 

（寺田社会保険労務士事務所代表） 

寺田 憲生氏 

＜講師＞ 

＜講師＞ 

『グループホームのこと、もっと知ろうよ！』 

『知的障害者と障害年金』 

成年後見シリーズ第２弾 

『市民後見人って、何だろう？』 

～パネルディスカッション～ 



井出 浩氏 

『障害者虐待防止研修』 

 支援者に向けた研修ということで、みちしるべ神

戸の職員を中心に就労移行支援、就労継続支援Ａ型

及びＢ型事業所、企業の方とたくさんの方が参加さ

れました。構成は講習とグループワーク、質疑応答

で、まずは「虐待」に対する考え方や、虐待の起き

るメカニズム、対応方法など、とても分かりやすく

説明していただきました。その後はグループワーク

を行い、それぞれの現場における事例を発表し合っ

たり、どのような対応があるのかを一緒に考えたり

しました。共感したり、新たな気付きがあったりと、

とても収穫の多い研修となりました。 

～みちしるべ神戸の職員と一緒に受けてみませんか？～ 

（ＮＰＯ法人ＰＡＳネット理事長） 

上田 晴男氏 

 労働法に関する基本的な知識や、法改正情報など

を実際にあった事例を取り上げながら、わかりやす

くご講演いただきました。基礎的なところでは、労

働契約や労働基準法に関すること、労働条件につい

ての使用者の義務にはどんなものがあるのか等を知

ることができました。そして、今年の４月１日から

施行される、障害者雇用促進法の改正内容にもふれ

ていただき、最新の情報も知ることができました。

参加者の中には「送り出す利用者に安心して働ける

場所を提供するには、このような法令の中身を知っ

ておくことが大切」との感想もありました。 

『知っておきたい労働法』 

（在間秀和法律事務所／弁護士） 

村角 明彦氏 

～医療従事者の立場から～ 

＜講師＞ 

＜講師＞ 

＜講師＞ 

～雇用契約における留意点と、法改正情報など～ 

『発達障害者が就労で直面すること 

（関西学院大学 人間福祉学部教授／ 

 浅野神経内科クリニック 精神科医） 

 今回は、井出浩先生より事例を交えながら講演してい

ただきました。講演の中で「自信を取り戻せる・自己肯

定感を感じられる場所の必要性と共に、発達障害を持つ

方々を支える場所が不足している現状」についての指摘

と、社会に出るチャンスが広がっている中、職場に理解

を求めるだけでなく、社会全体がどう受け止めるかが重

要である、との話がありました。 

 参加した支援者から「各支援機関自体が、障害を持つ

方々を支える場所にもっとならなければいけない」との

声もありました。今回学んだことを、支援に役立てられ

るよう、日々意識して取り組んでいきたいと思います。 



＜研修をふり返って＞ 

 ＮＰＯ法人みちしるべ神戸 
    本部長 小鷹 智 

 今年度も多くの方にご協力を得るこ

とが出来まして、広く参加者を募り

「グループホーム」、「市民後見人」

「障害年金」に関すること、そして支

援者を対象とした「発達障害者に係る

就労支援のポイント」、「障害者虐待

防止」、「労働法」、「支援者のスキ

ルアップ」に関することを多方面から

講師をお招きして研修を実施すること

が出来ました。 

 

 どの研修も参加者の熱心な姿勢がひ

しひしと感じられ、グループワークで

は時間を忘れて議論に熱中する場面も

度々見られるなど、関心の高さと知見

を広げる意欲が伝わってきました。 

 障害福祉を取りまく環境は最近は特

に変化が大きく、そのスピードも早く

感じていますが、支援対象者、またそ

のご家族に安心して福祉サービスを利

用していただくには、支援者、ご家族

ともに法制度はもとより、様々な内容

に関心を持って正しく理解する力が重

要だと思っています。 

 

また、今回の研修の副産物としまして、

参加者同士で意見交換する中で自然発

生的に交流が深まり、ネットワークの

形成に繋がった方もいらっしゃったよ

うにお見受けしました。  

 今回の様々な研修で得たことを、そ

れぞれの方が今後、活かしてこそ意味

があります。得た「気付き」や「学

び」をどう活かしていくかは参加され

た方々次第です。 

 きっと、もうすでに、参加された方

それぞれが、それらを実践に活かし支 

援対象者の安心や笑顔に接しているこ

とかと思います。 

  

 最後に今回の研修を実施するにあた

り日本社会福祉弘済会様から社会福祉

助成として、かかる費用に対して多大

なる助成をいただきましたことに対し

て厚く御礼申し上げます。 

 

 ありがとうございました。 

 この研修では、各事業所における課題の洗い出しやそ

の解決方法、また、今後の目標についてグループワーク

を行いました。 

 一つ一つ問題を書き出していくことで、それぞれの共

通項や解決するためのヒントが見えてきました。 

 そして、課題の解決に向けて、実行していくにあたり、

しっかりと期限を設定して取り組むことで、進行状況や

次の課題が見えてくることも学びました。 

 研修を通して、物事を整理して考えること、期間を決

めて取り組むことなどの大切さを学びました。研修で学

んだことを、今後の支援に活かしていきたいと思います。 

～課題解決に必要なこと～ 

（メンタルヘルスコンサルタント） 

丸本 敏久氏 ＜講師＞ 

『職員のスキルアップ研修』 


